
秀吉の島津征討に徹底抗戦派の忠元を大口天堂ヶ尾の山上に呼びつけて対面。

忠元はそこでも堂々たる知将であった。

忠元神社・・・

飯野城の隣にあり、正室広瀬夫人と子供たちを住まわせた。木崎原の戦いの前哨戦の戦場になった。

1572年日向伊東氏3000人義弘軍300人が木崎原で激突し、義弘方が勝利した。

牛糞院(大口)の地頭新納忠元を祀る。義久・義弘に仕え、名将智将と謳われ、「二才咄格式定目」

木崎原古戦場・

加久藤城址・・

中央駅西口＝＝鹿児島IC＝えびのIC＝＝道の駅えびの＝＝飯野城跡＝＝道の駅えびの（昼食）＝＝

              8:30                         　　    　　　　   　　　　　　　9:30/9:40               9:55/10:50           11:00/11:50

加久藤城跡＝＝鶴寿丸墓＝＝木崎原古戦場跡＝＝栗野城跡＝＝忠元神社＝＝関白陣(大口・天堂ヶ尾)

12:00/12:20          12:25/12:40          12:45/13:05                13:35/14:00      14:30/14:50           15:10/15:30

＝＝おじゃったモール入来＝＝郡山＝＝＝中央駅西口

             16:15/16:35                                  　　       17:20

０９０-２９６６-２１１９　　　　　　　　　　　　０９９-２２３-０１２３

≪見所≫

栗野城址・・・

えびの市。かつての真幸院。義弘は日向、肥後の守りの要として1564年より居城とした。飯野城址・・・

別称松尾城。義弘は1590年飯野城から栗野城を築城して移った。ここから朝鮮の役に出立した。

実施期日　　　　　令和6年3月23日（土）

義弘の長男で早世した。

◆上記スケジュールは、天気、交通状況等により変更になる場合がございます。

◆動きやすい服装と歩きやすい靴でご参加ください。

◆常備薬等があればご持参ください。

《旅行代金に含まれるもの》バス代、高速船代、昼食代、行程に含まれる入場料、保険代

企画：NPO法人かごしま新発見伝塾  /  旅行主催：鹿児島交通観光株式会社

≪注意事項≫

鶴寿丸墓・・・

集　　合　　　　　８：20集合   鹿児島中央駅西口 切子塔前

関白陣・・・

は、後の郷中教育の教本となった。

飯野城址 栗野城(松尾城)址 関白陣跡(大口・天堂ヶ尾)

8,500円

薩摩を守ったえびのの26年間

【出発日】2024/3/2３(土)
【旅行代金】お一人様

戦国の乱世に生まれた義弘は日向の伊東氏に対峙する為、妻の宰相殿と一緒に２６年間、飯野（えびの）で過ご

しました。幾度もの戦いで疲れた身体と心を癒してくれたのは家族でした。

今回はよき夫、よき家庭人としての義弘に出会える旅です。

運命を切り開いた木崎原の古戦場跡など見所満載です。また、大口の天堂ヶ尾(関白陣)で豊臣秀吉と対峙した

新納忠元は真の薩摩武士でした。

昼食の「道の駅えびの」のバイキング料理や、えびのならではの農産物などのお買い物もお楽しみください。

島津義弘 家族を育み


